
アルゴリズム論特論 ( 塩田 )

2009年 7月 16日の課題

課題 PH.py（Pohlig-Hellman 法のサンプルプログラム）を改造して

p = 1134351794383879211810343028176987420099683334

52826268212437046859139133576946111567118458833533

17650917294901842300066082511325536378997309440000

000001

g = 37

y = 9187143394491532747683347374486014874866429587

13765717951723269572015903521665552661469844038401

58605353823941372219759551697688561256847487059520

94859

の場合の、法 p, 底 g に対する y の離散対数 x = logg(y) を求めよ。

提出期限 : 7月 30日（木） ( 512号室ポストまで )

サンプルプログラム
http://lupus.is.kochi-u.ac.jp/~shiota/mc09/ 配下に以下のプログラ
ム・サンプルデータがある。

• 関数定義部 （サンプルプログラムで import ）
crypto.py

• Pohlig-Hellman 法（p− 1 の素因数が全て小さいときに有効）
PH.py


